
１ 静岡市の現状 

  静岡市の管理道路延長は、国道（指定区間外）約 54㎞、県道(主要地方道と一般県道)約 401㎞、

および市道約 2,706kmの計約 3,161kmである。大型車交通量区分Ｎ3以下の市道の割合が多く、 

Ｎ6は僅かで、Ｎ7交通量の道路は無い。（平成 28年 4月 1日現在） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の意義 

  第 3 次静岡市総合計画では、描く未来の姿を「世界に輝く静岡」としており、この総合計画を

普遍的な理念のもと力強く進めようと、2018 年度からは、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視

点を取り入れて活用している。 

道路舗装の維持管理においては、ＳＤＧｓが掲げる目標のうち、 

「11．住み続けられるまちづくりを」の目標が関係しており、活発 

な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基盤を有するまち 

づくりの実現を目指し、効率的な舗装の修繕を実施するための維持 

管理計画を改定。 

３ 維持管理計画の概要       （１）道路分類の設定 

効率的な維持管理を実施するため、管理対象道路を大型車 

交通量、地域類型に基づき、３つの道路分類に区分。       
      

（２）点検方法と管理基準の設定   

   点検方法・管理基準を設定し、将来の維持管理コストの縮減を図るなど、舗装の効率的な維

持管理を実施する。 

 

点検方法 分類Ｂ 分類Ｃ 分類Ｄ 

ひび割れ率、わだち掘れ量、ＩＲＩの 3項目の測定 

＜1回/5年＞ 
〇 － － 

ひび割れ率の測定＜1回/5年＞、 

ＩＲＩ＜適宜＞ 
－ 〇 － 

ＩＲＩあるいは職員による目視点検（ひび割れ率、わだち掘れ

量の 2項目）、要望等  ＜適宜＞ 
〇 〇 〇                                   各道路分類の点検方法       

分類 B点検状況例（路面性状調査）         分類 C点検イメージ（ひび割れ率調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装の維持管理を行うにあたり、路面観察及び定期的な路面性状調査を行い、異常を認知した

場合に、開削調査や非破壊検査（ＦＷＤ調査等）などから原因を推察し、適切に修繕を行う。 

ＩＲＩ 診断結果 

3mm/m未満 診断区分Ⅰ 

3 mm/m以上～8mm/m未満 診断区分Ⅱ 

8mm/m以上 診断区分Ⅲ 

ひび割れ率 診断結果と対策 

20%未満 
診断区分Ⅰ 

（経過観察） 

20%以上 

～30%未満 

診断区分Ⅱ 

（シール材注入等） 

30%以上 
診断区分Ⅲ 

（CBR・FWD調査等による対策検討） 

わだち掘れ量 診断結果と対策 

20mm未満 
診断区分Ⅰ 

（経過観察） 

20mm以上 

～35mm未満 

診断区分Ⅱ 

（切削等） 

35mm以上 
診断区分Ⅲ 

（CBR・FWD調査等による対策検討） 

 道路舗装の現状を踏まえ、効率化を図る維持管理の基本的な考え方を記載 

静岡市道路構造物維持管理計画（舗装編）概要版 

地域区分

交通量区分 DID 市街地 平地 山地

N3以下 D

地域類型

N6以上 B

N5 B C

N4 C

[参考]舗装点検要領における 

道路分類イメージ 

静岡市の道路分類 

 

建設局道路部 道路保全課維持計画第２係  

分類Ｂの管理基準と対策（ひび割れ率） 

分類Ｂの管理基準（ＩＲＩ） 

※ＩＲＩによる対策工法の決定は難しいことから、診断区分の 1つの目安とする。 

※診断区分Ⅲが確認された場合は、現場確認の上対策を検討する。 

分類Ｂの管理基準と対策（わだち掘れ量） 

 

平成 31年４月  


